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論文審査要旨（600～700字程度） 

 本論文は、植物寄生線虫に対するより安全で環境負荷の小さい防除法開発のため、植物寄生線虫と植物お

よび線虫捕食菌との相互作用の解析を行ったものである。線虫と植物の相互作用において、植物細胞内の 

ROS 産生に対し、植物寄生線虫は寄生時にグルタチオンペルオキシダーゼを産生して植物細胞内に分泌し、

寄生部位の融合細胞および線虫の成長に寄与する事が示唆された。線虫と線虫捕食菌の相互作用において、

線虫の培養上清処理により真菌内グルコース濃度および細胞輸送に関与するタンパク質発現が変化し、真菌

の病原性低下が示唆された。また、真菌の培養上清処理により、線虫内の神経伝達に関連する遺伝子発現の

増加が認められた。 

 土壌中には昆虫捕食性線虫を含む線虫や、窒素固定菌を含む微生物等、様々な生物が存在する。本研究で

は農作物に被害を及ぼす植物寄生線虫と、植物および線虫捕食菌との関係に着目し、線虫が植物への寄生お

よび捕食者に対する応答遺伝子の同定を試みた。これら遺伝子の詳細な機能解析により、線虫体内の遺伝子

を標的とした遺伝子組換え植物や微生物の開発により、より安全で効果の高い防除法の開発が期待できる。 

以上のように，本論文は，多くの新しい知見を有すること，論文の内容，構成および公表論文などから，

本学位論文審査委員会は，全員一致して，本論文が博士(生命科学)の学位論文として十分価値があるものと

判断し，合格と判定した。 

【審査経過】 

（通常の審議の場合） 

 令和 3年12月8日 令和4年3月博士後期課程修了に係る学位申請 

 令和 4年1月 日 審査委員の選出・指名・付議、論文審査委員の付託（運営委員会） 

 令和 4年1月22日 学位論文発表会 

 令和 4年2月 日 グループ会議で論文合格及び最終試験合格を承認 

 令和 4年3月 日 学位授与認定・修了認定（教授会） 

 

 


